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19-29 規則的に繰り返される破局が、最後には資本の強力的な転覆へとたちいたる

「……それゆえ生産力の最も高度の発展は、現存の富の最大の拡大のほかに、資本の減価、

労働者の退廃、そしてその生命力の最もあからさまな消尽とも時を同じくするであろう。

これらの諸矛盾の結果、爆発、大変動、恐慌にたちいたるが、そうしたときには、労働の

一時的な停止と資本の大きな部分の破壊が生じることによって、資本は、その再起可能な

点にまで強力的に引きもどされる。これらの諸矛盾の結果、もちろん爆発、恐慌にたちい

たるが、そうしたときには、いっさいの労働の一時的な停止と資本の大きな部分の破壊が

生じることによって、資本は、自滅することなく、その生産力を十分に稼働できるように

する点にまで強力的に引きもどされる。だが、これらの規則的に繰り返される破局の結果、

より高い段階での破局の反復へ、そして最後には資本の強力的な転覆へとたちいたる。」

⑦-[176] P359上1～12 (マルクス『経済学批判要綱』Ⅳ)

現代のグローバル資本は、産業の空洞化によって、労働者の「生命力の最もあからさま

な消尽」をおこなっている。


